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　山桜会員の皆様には日頃からご支援を賜り心より御礼申し上げま
す。3月9日（水）には122期生155名が小学校を巣立ち、新しく山桜
会員になりました。そして4月9日（土）128期生152名の元気な新入
生が入学してまいりました。どうか、いままでの子ども達同様ご支援賜
りますようお願い申し上げます。
　さて、120周年も終わり、学院は新たな歩みをはじめています。小学
校も「より愛される小学校」を目指して、伝統を守りつつも新しいことに
いろいろ取り組んでいます。

  教育面
　なんといっても「教育の充実」が第一です。「力強い学校」を目標に
「教師力（教科指導力、学級経営力）の向上」を目指し、研修の充実
など日々研鑽を重ねています。22年度、具体的な活動の中心は「国
際教育の充実」でした。英語教育を充実させるためにネイティブを4名
に増員（うち1名常勤）して授業を行いました。国際交流でも韓国崇義
初等学校（親善校）を18名の児童が訪問、同じアジアの国同士の
交流を深めてきました。さらに23年度から放課後活用として「英語教

室」と「スポーツ（体操、フットサル）教室」を開設します。また、「追手門
タイム（朝１５分）」という時間を新たに設け、学年に応じて復習テスト
など、学習に活用していきます。

  施設面
　22年度には東館、北館のタイルの張り替え工事を行いました。また、
プールに紫外線除けの開閉式テントを設置、これによりプールの授
業での紫外線から子ど
も達を守ることができる
ようになりました。23年
夏休みには中庭を全
面人工芝生にします。
いまから、素足で元気
に遊ぶ子ども達の姿を
楽しみにしています。

  教育環境面
　児童、保護者にとって過ごしやすい環境を整えるために「新入退校
カードの導入」を行いました。今までの入退校カードは保護者のみの
所持でしたが、今回からの新入退校カードは児童、教職員も所持をし
ます。校門にセンサーを取り付け、児童が登校すると同時に保護者に
連絡が行く、下校すると同時に連絡が行くシステムです。児童はカー
ドをランドセルに入れておくだけでいちいち出したり、リーダーに翳す必
要はありません。
　給食でも７品目のアレルギー対応が可能になりました。それ以外に
も臨床心理士によるカウンセリングの充実なども実施します。
　小学校は今の教育力に満足することなく、鋭意邁進してまいります。
温かいご支援をお願い申し上げます。

8

追手門学院小学校長  津田 克彦追手門学院小学校長  津田 克彦
より愛される追小を目指してより愛される追小を目指して

韓国崇義初等学校訪問

紫外線除けプールテント

 

●日本成人矯正歯科学会認定医


